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令和 7 年 11 月 10 日 

中 央 研 究 院 

岡 山 大 学 

東 京 大 学 

 

ゲノム構造から読み解く触手冠動物 Lophophorata の進化 
～ホウキムシとコケムシの系統関係に関する 100 年来の論争に決着～ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆研究者からのひとこと 

 

 

 

 

 

 

  

 

(左から)岡山大学・濱田教授、 中央

研究院・Dr. Yi-Jyun Luo、Dr. Thomas 

D. Lewin、日本学術振興会・海外特別

研究員の坂上さん（博士） 

◆発表のポイント 

・ホウキムシ（箒虫動物）のゲノムを染色体レベルで初めて解読しました。 

・触手冠動物（腕足動物門・箒虫動物門・外肛動物門）の単系統性をこれらのゲノム比較から明らかにしました。 

・触手冠動物に特徴的な構造である“触手冠”が三群に共通する相同器官であることをトランスクリプトーム比較

から明らかにしました。 

・本研究は、ゲノム構造比較が動物進化を解き明かす有用なアプローチであることを示しており、今後、本手法が

多様な動物群に適用されることで、動物の系統分岐の理解が深化することが期待されます。 

 動物進化の系譜を解明することは、生物学分野において長年の課題の一つです。中央研究院生物多様性研究セン

ター（台湾）のルオ・イージュン研究員（Dr. Yi-Jyun Luo）、岡山大学学術研究院環境生命自然科学学域（理）・臨海

実験所の濱田麻友子教授、東京大学大学院理学系研究科の遠藤一佳教授を中心とする国際共同研究グループは、箒

虫動物のゲノムを染色体レベルで初めて解読し、ゲノム比較解析により触手冠動物（Lophophorata）の単系統性を明

らかにしました。これにより 100 年以上に及んだ触手冠動物の系統分類上の論争に終止符を打ちました。さらに本

研究結果は、ゲノム構造の比較が動物進化を解明する上で重要かつ強力なアプローチとなることを示しています。

今後、本手法がさまざまな動物群に適用されることで、より精緻に動物進化の系譜が明らかになることが期待され

ます。 

本研究成果は、2025 年 11 月 8 日（土）午前 1 時（日本時間）に米国の科学誌 Current Biology に掲載されました。 

牛窓でのホウキムシ採集時は波が強く、今日はもうダメかもしれない

…と思ったのですが、岡山大学総合技術部教育支援技術課（理）の齊

藤和裕技術専門職員（臨海実験所）の神がかった発見眼によって採る

ことができたのが、この研究のスタート地点です。また、日本学術振

興会・海外特別研究員として台湾・中央研究院に派遣されている坂上

登亮さんは本学の卒業生で、共同研究の橋渡しをしてくれています。

これからも素晴らしいメンバーとともに、国際的な連携をさらに深め

ていきたいと思います。 

岡山大学記者クラブ、文部科学記

者会、科学記者会 
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■発表内容 

＜現状＞ 

 進化生物学において、動物の系統分岐を詳細に理解することは現在にまで続く大きな課題です。

なかでも最も根強い論争の一つが、触手冠動物（Lophophorata）の分類です。本動物群は触手冠

（lophophore）という繊毛性の摂食器官をもち、腕足動物門・箒虫動物門・外肛動物門が含まれま

す。しかし、これら三つの動物門が共通の祖先を持つ単系統群なのか、それとも独立的に進化した

のかについては、一世紀以上にわたり議論が続いてきました。 

 

＜研究成果の内容＞ 

 台湾・中央研究院生物多様性研究センターのルオ・イージュン研究員（Dr. Yi-Jyun Luo）、岡山大

学学術研究院環境生命自然科学学域（理）・牛窓臨海実験所の濱田麻友子教授、東京大学大学院理学

系研究科の遠藤一佳教授、英国・Marine Biological Association（MBA）のジョン・ビショップ研究員

（Dr. John Bishop）、日本学術振興会・海外特別研究員の坂上登亮さん（博士）らによる国際共同研

究チームは、岡山県牛窓で採集された箒虫動物ホウキムシ（Phoronis australis）のゲノムを染色体レ

ベルで初めて解読しました。そして、腕足動物や外肛動物のゲノムと比較することで触手冠動物群

の単系統性を明らかにしました。本研究では、箒虫動物と外肛動物に共通する染色体融合が 7 つ見

つかり、そのうち 1 つは腕足動物とも共有していることが明らかになりました（図 1）。これら染色

体融合は、軟体動物や環形動物などの他の冠輪動物には見られません。つまり、三つの動物門（腕

足動物門・箒虫動物門・外肛動物門）が共通の祖先に由来する単系統群であることが示されました。 

 さらに、チームは鹿児島県奄美大島笠利湾の腕足動物シャミセンガイ（Lingula anatina）および英

国プリマス湾の外肛動物（Flustrellidra hispida ※コケムシの一種）を採集し、触手冠の遺伝子発現

をトランスクリプトーム解析により明らかにしました。その結果、三つの動物門はいずれも共通の

遺伝子セットを持ち、脊椎動物において頭部発生に関与する遺伝子を触手冠形成に利用しているこ

とが明らかになりました。これは、これら三門の触手冠が、単に濾過摂食の適応のために似た構造

を示した（収斂進化）のではなく、共通の進化的起源をもつ相同器官であることを示しています。 

 
図 1．ホウキムシ（箒虫動物）とコケムシ（外肛動物）が姉妹群であることを示す染色体融合。 
 画像クレジット：シャミセンガイ（Dr. Yi-Jyun Luo，中央研究院，台湾）、ホウキムシ（Chaloklum Diving）、
コケムシ（Dr. John Bishop，MBA，英国）． 
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＜社会的な意義＞ 

 今回の私たちの研究成果は、触手冠動物のゲノム構造の比較に加え、本動物群に特徴的な摂食器

官である触手冠のトランスクリプトーム比較解析から、触手冠動物の単系統性を明らかにし、進化

生物学分野において、長らく議論されてきた大きな課題に終止符を打ちました。さらに今回の結果

はゲノム構造の比較が、動物の系統進化を解明する上で重要かつ強力なアプローチとなることを示

しています。 

 

■論文情報等 

論 文 名：Phoronid genome supports a monophyletic Lophophorata.  

邦 題 名：箒虫動物のゲノムは触手冠動物群（Lophophorata）の単系統性を支持する 

掲 載 誌：Current Biology 

著 者：Lewin TD, Sakagami T, Kao LJ, Liao IJY, Chiu YL, Piñon-Gonzalez VM, Li JY, Ting KX, Lu 

MYJ, Endo K, Bishop JDD, Hamada M, Luo YJ  

D O I：https://doi.org/10.1016/j.cub.2025.10.020 

U R L：https://www.cell.com/current-biology/fulltext/S0960-9822(25)01328-4 

 

■研究資金 

本研究は、中央研究院（台湾）の Career Development Award (AS-CDA-112-L06) および Challenge 

Program Seed Grant (AS-GCS-114-L08)、National Science and Technology Council（台湾）の Research 

Project Grants (113-2311-B-001-026 および 114-2311-B-001-024-MY3)、および日本学術振興会の海外

特別研究員制度（202560499）より、助成をいただいています。また、岡山大学と中央研究院との連

携は、文部科学省「大学の国際化によるソーシャルインパクト創出支援事業」（実施主体：日本学術振

興会）による支援を受けました。 

 

■補足・用語説明 

1) 触手冠動物 

  シャミセンガイ（腕足動物門）、ホウキムシ（箒虫動物門）、コケムシ（外肛動物門）を含む動

物群の総称。これらはいずれも「触手冠（lophophore）」と呼ばれる摂食器官をもち、微小な有機

物を濾し取って摂食する。その共通の形態的特徴から、三つの動物門は共通の祖先をもつ単系統

群であると考えられている。 

 

2) 箒虫動物 

  名前の通り“ほうき”のような細長い体を示し、砂や岩の隙間にキチン質の管を作って生活す

る海産無脊椎動物。体の前端には「触手冠」と呼ばれる摂食器官があり、繊毛の動きで水流を生

じさせ、エサを濾し取る。成体は固着性である一方、幼生期には自由遊泳する「アクチノトロカ

幼生」と呼ばれる特徴的な幼生段階を持つ。 
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3) 染色体融合 

  進化の過程で、もともと別々であった染色体の端部が結合して一本の染色体になる現象。染色

体融合は種や系統の進化史を反映すると考えられており、特定の系統に共有される染色体融合は

共通祖先の存在を支持する「共有派生形質」として利用される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

＜お問い合わせ＞  

Biodiversity Research Center, Academia Sinica・Assistant Research  

Fellow  Yi-Jyun Luo  

  

 
岡山大学学術研究院環境生命自然科学学域（理）・牛窓臨海実験所 
教授・所長

 
濱田

 
麻友子  

（電話番号）0869-34-5210
 
（FAX番号）0869-34-5211  

 

（メール）

 

 

 

東京大学大学院理学系研究科

 教授

 

遠藤

 

一佳

 （電話番号）03-5841-2534

 

 




